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小見出し小見出し小見出し小見出しKazunari Muraho

今年の4月に Autify のPro Service teamに Join

今日初めて北海道にきました。最高。



Pro Serviceチームについて簡単にご説明



組織図



Pro Serviceチームでの活用事例

● ブラウザ拡張機能を開発し  Autify のプロダクトをより使いやすくする

● 仕様書からデシジョンテーブルを作成

● AI が作ったテストケースと人間が作ったテストケースの類似度を調べる
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● AI が作ったテストケースと人間が作ったテストケースの類似度を調べる

Dify でワークフローを作って対応



Pro Serviceチームでの活用事例

● ブラウザ拡張機能を開発し  Autify のプロダクトをより使いやすくする

● 仕様書からデシジョンテーブルを作成

● AI が作ったテストケースと人間が作ったテストケースの類似度を調べる

ChatGPTなどを活用して対応



開発されたブラウザ拡張機能

● NoCode Mobile で失敗したシナリオを調べやすくする拡張機能

● NoCode Web 用のセレクター抽出や JSコードを作成してくれる拡張機能



NoCode Mobile で失敗したシナリオを調べやすくなる拡張機能

NoCode Mobile では実行結果をフィルターす
る機能が現状無いため、

失敗したシナリオの把握に時間がかかる

🤔



NoCode Mobile で失敗したシナリオを調べやすくなる拡張機能

😀



NoCode Mobile で失敗したシナリオを調べやすくなる拡張機能

失敗したシナリオのみを抽出できるようになる。
該当のシナリオにも飛べる。

🥳



NoCode Web 用のセレクター抽出やロケーターを作成してくれる拡張機能

NoCode Web では任意のセレクターで
ロケーターを作成できるが、馴染みのない人
はどのセレクターを使えばいいかよくわからな

い 🤔



NoCode Web 用のセレクター抽出やロケーターを作成してくれる拡張機能

😋



NoCode Web 用のセレクター抽出やロケーターを作成してくれる拡張機能

対象要素をマウスで押下すると
NoCode Web で使えるセレクターを

見やすく抽出してくれる

🥳



余談: 拡張機能作りのいいなと思ったところ

● 個人的にニーズのある機能を、開発優先度と関係なく実装することができる

● 価値検証してから開発チームに要望が出せる



他チームの様子もちょっと紹介



他チームの様子もちょっと紹介

Devin とお話しているのを見かける

Geminiを使ってヒアリング用の
アンケートを爆速で作っているらしい

Intercom Fin を活用し顧客への質問回答を
効率化しているらしい

Slack上の活動を要約して教えてくれる
チャンネルが作られている



チーム全体で  AI を効果的に使うための取り組み

● お客様や自分達がテスト活動に  AI を導入していく際の望ましい行動指針を策定

● AWS Certified AI Practitioner の取得を推奨

● ナレッジ共有のチャンネル設立



まとめ

● Pro Serviceチームでは、 AI の力を活用して、テスト設計を素早く行ったり、

テスト活動を支えるツール（ Autify のプロダクト）を自分たちのニーズ合わせてより

便利に使えるようにしている

● Pro Serviceチームでは  AI の活用を個人任せにせず、チームで活用できるようにな

るための後押しがある



Thank you!  


